
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  

   
 

学 校 名 海津市立大江小学校 

実 施 期 間 平成２６年１１月 ８日（土） 

実 施 概 要 
 

①家族参観 

 ②地域のみなさんとともにする昼食 

 ③家族と子どもたちとの交流活動 

④親子避難訓練 

⑤地域防災講演会 

実 施 内 容 
 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   □文化   □産業   ☑その他 

 公開の方法 
  ☑授業公開 □成果発表 ☑交流活動 ☑講演会等 
 
  □地域行事等参加 ☑その他 

来 校 者 数 保 護 者         １１６       人  
  計      １４６       人 

地域関係者           ３０        人 

実 施 状 況 
 

「ふれあい参観日」として以下の活動を実施した。 
①授業参観 
  ２校時を公開授業とし、保護者が参観した。 
②焼き芋とおにぎりと豚汁 
・体育館を昼食場所として開放し、学校の縦割り班ごとで車座になり昼食
とした。 

・学校で子ども達が育てたサツマイモを、地域ボランティアの方の協力を
得て焼き芋にし、児童・保護者・地域の方と一緒にふれあいながら食した。 

・PTA 役員を中心に、豚汁を用意してもらい、昼食時に児童・保護者・地域
の方と一緒に食べた。 

③親子避難訓練を実施し、東海地震注意情報が発令されたと想定し、防災
への意識を高める活動を行った。 

③防災講演会を実施し、保護者と地域の方に参加してもらい、地域の連携
について学びあった。 

④家族レク 
・児童が家族と一緒になってレクリエーション活動を行った。 

 

成果及び課題 
  

     

・「焼き芋づくり」など、学校支援ボランティアの方の学校の教育活動に
対する協力の輪が広がっている。学校と地域の相互理解も深まっており、
地域ぐるみでの児童の健全育成に結びついてきている。 

・母親だけではなく、父親が参加しやすい企画を考えたことで、父親が活
躍する機会となり、児童とふれあうことができた。 

・通学班単位で児童・保護者・地域の方との昼食の場を設定したことで、
相互の交流を一層深めることができた。 

・「親子避難訓練」は、初の試みであったが、保護者も協力的で円滑な避
難ができた。保護者の人員点呼を学校主導で実施したが、正確な情報をつ
かみ、保護者が自らが点呼確認できる体制づくりを整えていきたい。 

・防災講演会は、一部の自治会からも参加があり、学校の様子を参観
していただけた。今後、児童とふれあう場を設定するなどしていき
たい。 

 


